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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/38     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   2/38    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月11日(2013.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　関節面（１８、２０）を有する大腿骨要素（１２）と、
　前記第１の要素の前記関節面を支承するような形状の関節面（１７）と、反対側の表面
（１９）とを有するベアリング（１６）と、
　前記ベアリングのための取付面（２６）と、骨係合面（２８）と、前記取付面の反対側
の前記骨係合面から延出する延長部分（３０、３２、３４、３６、３８）とを有する複合
脛骨トレイ要素（１４）と、を備えた膝関節プロテーゼであって、
　前記ベアリングの前記反対側の表面と前記複合脛骨トレイ要素の前記取付面とは、前記
ベアリングを前記複合要素に取り付けるための相補的なロック機構（１４０、１４２、１
５４、１５６、１７４、１７６）を有し、
　前記延長部分は患者の骨内に植え込まれる際に前記複合脛骨トレイ要素を安定化させる
ように構成され、
　前記延長部分は前記複合脛骨トレイ要素の前記取付面と反対側の端部（４０、４２、４
４、４６、４８）を有し、
　前記複合脛骨トレイ要素は、多孔質部分（８２）と、ポリエーテルエーテルケトンを含
む中実部分（８０）とを含み、
　前記中実部分（８０）は前記複合脛骨トレイ要素の前記取付面（２６）及び前記延長部
分（３０、３２、３４、３６、３８）の前記端部を画定し、
　前記多孔質部分（８２）は前記複合脛骨トレイ要素の前記骨係合面（２８）を画定し、
　前記複合脛骨トレイ要素の前記中実部分と前記多孔質部分とは、前記多孔質部分上に前
記中実部分のポリマーを型成形することにより、互いに結合されていることを特徴とする
、膝関節プロテーゼ。
【請求項２】
　前記複合脛骨トレイ要素（１４）の前記中実部分（８０）の前記ポリ（エーテルエーテ
ルケトン）が、繊維強化されている、請求項１に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項３】
　前記複合脛骨トレイ要素（１４）の前記多孔質部分（８２）が金属発泡材を含む、請求
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項１に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項４】
　前記金属発泡材がチタン発泡材を含む、請求項３に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項５】
　前記複合脛骨トレイ要素（１４）の前記多孔質部分（８２）がポリマー発泡材を含む、
請求項１に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項６】
　前記複合脛骨トレイ要素（１４）の前記多孔質部分（７２）がポリ（エーテルエーテル
ケトン）発泡材を含む、請求項５に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項７】
　前記ポリ（エーテルエーテルケトン）発泡材が繊維強化されている、請求項６に記載の
膝関節プロテーゼ。
【請求項８】
　前記複合脛骨トレイ要素（１４）が、前記取付面（２６）と前記骨係合面（２８）との
間に配置される金属プレート（２００）を含む、請求項５に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項９】
　前記金属プレート（２００）が切り抜き部（２０１、２０３、２０５、２０７、２０９
）を含み、前記ポリマーが前記金属プレートの前記切り抜き部を通じて延びる、請求項８
に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項１０】
　前記切り抜き部が貫通孔を含み、前記金属プレートが複数の貫通孔（２０１、２０３、
２０５、２０７、２０９）を含み、前記ポリマーが前記貫通孔を通じて延びる、請求項９
に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項１１】
　前記貫通孔（２０１、２０３、２０５、２０７、２０９）を通じて延びる前記ポリマー
がポリマー発泡材を含む、請求項１０に記載の膝関節プロテーゼ。
【請求項１２】
　前記貫通孔（２０１、２０３、２０５、２０７、２０９）を通じて延びる前記ポリマー
が中実ポリマーを含む、請求項１１に記載の膝関節プロテーゼ。
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